
第４５７回定例会 
（９月議会） 

米
作
っ
て
飯
く
え
ぬ 

　
豊
作
を
祝
う
氏
神
祭
の
太
鼓
の

音
が
響
き
、
秋
の
取
り
入
れ
に
精

を
出
す
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

　
収
穫
の
秋
は
農
家
の
人
に
と
っ

て
は
喜
び
の
と
き
な
の
で
す
が
、

ど
う
も
顔
色
が
さ
え
ま
せ
ん
。 

　
生
産
者
の
米
価
と
な
る
Ｊ
Ａ
の

「
概
算
金
」
が
全
国
的
に
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
米
の
生
産
に
か

か
る
費
用
（
６０
㎏
１
万
６
千
円
）

を
割
り
込
む
８
千
円
〜
１
万
円
台

の
価
格
が
発
表
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。 

　
過
剰
米
が
出
て
い
る
の
に
政
府

が
「
価
格
は
市
場
に
ま
か
せ
る
」

と
の
政
策
を
と
っ
て
い
る
た
め
、

先
安
感
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

　
農
業
は
福
崎
町
の
基
幹
産
業
で
、

町
は
農
商
工
の
調
和
の
と
れ
た
町

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
農
業
で
活
気
が
な
く
な
る

と
、
町
内
の
消
費
活
動
に
よ
く
な

い
影
響
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
で
す
。 

　
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、

日
本
の
急
速
な
人
口
減
少
問
題
が

あ
り
ま
す
。
私
は
人
口
問
題
に
詳

し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
政
に

携
わ
る
者
と
し
て
、
ど
ん
な
地
域

に
住
ん
で
い
て
も
食
べ
て
い
け
る

収
入
を
保
障
す
る
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
人
口
問

題
の
中
心
は
経
済
問
題
だ
と
思
う

の
で
す
。 

　
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
に
占

め
る
農
林
業
の
比
率
が
少
な
い
か

ら
と
い
っ
て
農
林
業
を
軽
視
す
る

政
治
を
続
け
た
の
で
は
経
済
も
よ

く
な
ら
な
い
し
、
人
口
減
を
く
い

止
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。 

　
私
の
目
か
ら
見
る
と
、
最
近
の

日
本
の
政
治
・
経
済
の
方
向
は
ア

メ
リ
カ
と
大
企
業
に
向
き
す
ぎ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

　
福
崎
町
に
は
大
企
業
も
あ
り
ま

す
が
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
中
小

業
者
と
農
業
者
と
勤
労
者
で
す
。 

　
こ
れ
ら
す
べ
て
の
人
々
が
生
活

で
き
る
世
の
中
を
み
ん
な
が
知
恵

を
出
し
合
っ
て
作
っ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

７ 

●文化センター行事予定（１０／２０～１１／１９） 

神崎学園 
日時：１０月２３日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　１１月６日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 
福寿学園 
日時：１１月６日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　１１月１３日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
老人大学祭 
日時：１１月１５日（土）　１３：００～１６：００　各部展示発表 
　　　１１月１６日（日）　１０：００～１５：００　記念式典、 
　　　体験発表、記念公演、各部展示発表 
老人大学一般教養講座（公開講座） 
日時：１１月１６日（日）　１３：２０～１５：００ 
演題：「軽音楽をどうぞ！」 
講師：Jazzy Night & Rieco 
＊上記公開講座は一般の方も参加できます。 

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 
サルビア会館でさまざまな相談を受けていますので 
ご利用ください。　　　　　　　　　　　　　　　 

母子相談 
　毎月第2月曜日　10:30～15:00 
　※祝日の場合は翌日に変更 
　（担当＝健康福祉課・内線364）  
行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝総務課・内線221） 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 
　（担当＝住民生活課・内線374） 

 
なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 23

「もち麦の可能性を考える　　　 
　　　フォーラムpart２」開催 
　もちむぎ料理のバイキング、講演会など、盛りだく

さんの内容で、もち麦の可能性をお伝えします。 

日時　１１月２９日（土）１１：３０～（昼食・午後の部） 

場所　エルデホール 

内容　（１）昼食会：もちむぎ料理バイキング 

　　　（２）事例発表：田原小学校 

　　　　　　　　　　　兵庫県立大学環境人間学部 

　　　（３）講演会：「もち麦でみんな元気！」（仮） 

　　　　　　～健康主食・おいしいもち麦ごはん～ 

　　　　　　　管理栄養士・（株）食デザイナーズ主宰 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平野實希さん 

　　　（４）産地紹介 

※もちむぎ料理バイキングのみ予約が必要です。 

受付期間　１０月２０日（月）～１１月７日（金） 

費用　１,０００円 

募集人数　１００人（応募多数の場合は抽選） 

応募方法　代表者氏名、住所、連絡先、人数（４人ま

で）を郵送、FAXでお知らせください。 

問い合わせ・応募先 

　　　もち麦産地振興協議会（農林振興課内・内線３１４） 

　　　福崎町南田原３１１６番地の１　FAX ２２－２９１９ 

主催　もち麦産地振興協議会・福崎町・兵庫県 

共催　兵庫県司厨士協会、福崎町商工会、JA兵庫西、

もち麦生産組合、（株）もちむぎ食品センター 

め
し 



地 方 譲 与 税  
利 子 割 交 付 金  
配 当 割 交 付 金  
株式等譲渡所得割交付金 
地 方 消 費 税 交 付 金  
ゴルフ場利用税交付金 
自 動 車 取 得 税 交 付 金  
地 方 特 例 交 付 金  
地 方 交 付 税  
交通安全対策特別交付金 
分 担 金 及 び 負 担 金  
使 用 料 及 び 手 数 料  
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
財 産 収 入  
寄 附 金  
繰 入 金  
繰 越 金  
諸 収 入  
町 債  

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 
⑭ 
⑮ 
⑯ 
⑰ 
⑱ 
⑲ 
⑳ 

7,508万2,000円 
663万　　　　円 

1,286万5,000円 
2,054万9,000円 

 2億1,789万4,000円 
1,588万8,092円 
2,910万6,000円 
1,176万3,000円 

11億8,890万4,000円 
399万2,000円 

2億8,076万9,958円 
9,265万6,717円 

5億3,856万4,014円 
4億4,150万8,147円 

2,990万3,225円 
674万4,018円 

1,733万4,937円 
1億7,301万　538円 
3億9,599万4,548円 
8億8,542万　　　　円 

（1.0％） 
（0.1％） 
（0.2％） 
（0.3％） 
（2.9％） 
（0.2％） 
（0.4％） 
（0.2％） 

（15.8％） 
（0.1％） 
（3.7％） 
（1.2％） 
（7.1％） 
（5.9％） 
（0.4％） 
（0.1％） 
（0.2％） 
（2.3％） 
（5.3％） 

（11.7％） 

町 税 の 内 訳 

町　民　税 

固定資産税 

軽自動車税 

町たばこ税 

合　　　計 

12億　951万3,253円 

16億5,753万7,197円 

4,418万3,000円 

1億6,676万2,636円 

30億7,799万6,086円 

町民１人当たりに納めていただいたお金は157,668円でした 

入ったお金（歳入） 

固定資産税 

84,906円 61,957円 8,542円 

町民税 町たばこ税 

※町民１人当たりは、平成26年3月31日の総人口19,522人で割ったものです。 

2,263円 

軽自動車税 

交差点改良工事により渋滞が緩和された県道三木宍粟線 
（南田原交差点） 

完成した八千種幼児園 

　平成２５年度の一般会計と特別会計の決算がまとまりました。 
　町の予算は、みなさんに納めていただいている税金や国・県からの補助金などによって運営されています。この
１年間にどのくらいお金が入り、どのように使われたかを一般会計を中心にお知らせします。 
　平成２５年度の一般会計の決算は、歳入総額７５億２,２５７万５,２８０円、歳出総額７３億３,６９０万７,２６９円で歳入歳出差引額は
１億８,５６６万８,０１１円になりますが、ここから２６年度へ繰り越した事業に必要な財源３９９万４,０００円を差し引いて１億 
８,１６７万４,０１１円の実質収支となり、実質単年度収支は、２億６,２７２万９,４７３円で５年連続黒字決算となりました。 
　決算にあたり、８月４日から１２日までのうち５日間に監査委員の審査を、９月１０日から１６日までのうち４日間
に議会決算審査特別委員会の審査を受けました。 

８ 

① 
② 

④ ⑥ ⑦ 

⑨ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑰ 

⑮ 
⑯ ⑱ 

⑲ 

⑳ 

⑧ 

⑤ 
③ 

⑩ 

町　税 
30億7,799万6,086円 

（40.9％） 

歳入総額 
75億2,257万　 
　　　5,280円 



町民１人当たりに使われたお金は375,828円でした 
民生費 

117,861円 

公債費 

40,890円 

教育費 

53,067円 

総務費 

42,428円 

衛生費 

28,016円 

土木費 

36,072円 

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農林水産業費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

災 害 復 旧 費  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

1億1,582万4,447円 

10億3,596万　633円 

23億　　88万1,128円 

5億4,693万5,029円 

3億9,140万5,084円 

2億8,708万2,149円 

7億　419万4,615円 

3億2,406万5,559円 

7億9,825万3,857円 

8億2,827万8,518円 

402万6,250円 

（1.6％） 

（14.1％） 

（31.3％） 

（7.5％） 

（5.3％） 

（3.9％） 

（9.6％） 

（4.4％） 

（10.9％） 

（11.3％） 

（0.1％） 

使ったお金（歳出） 

農林水産業費 

消防費 

商工費 

議会費 

災害復旧費 

20,049円 

16,600円 

14,706円 

5,933円 

206円 

平成25年度 

福崎町の がまとまりました 

●　平成25年度　一般会計及び特別会計　決算　● 
（単位：円） 

会　　計　　名 

一 般 会 計  

国民健康保険事業特別会計 

後期高齢者医療事業特別会計 

介護保険事業特別会計  

農業集落排水事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

計 

歳　入　額 

7,522,575,280 

1,946,698,858 

210,962,923 

1,349,356,198 

463,982,853 

969,434,526 

12,463,010,638

歳　出　額 

7,336,907,269 

1,900,987,122 

208,154,259 

1,344,497,561 

463,982,853 

961,384,526 

12,215,913,590

差 引 残 額 

185,668,011 

45,711,736 

2,808,664 

4,858,637 

0 

8,050,000 

247,097,048

歳出総額 
73億3,690万　 
　　　7,269円 

① 

② 

④ 

⑥ 

⑦ 

⑨ 

⑧ 

⑤ 

③ 

⑩ 

⑪ 

福田コスモス祭（歩こう会） 
－福田区－ 
福田コスモス祭（歩こう会） 
－福田区－ 

里山整備　－長目区－ 里山整備　－長目区－ 

９ 

自律（立）のまちづくり交付金事業 



決算の分析から見るまちの財政状況 

Ⅰ．普通会計地方財政状況調査 
　総務省の基準にもとづいて、普通会計（介護施設分を除く一般会計）の財政状況を分析した地方財政状況
調査から、この５年間の決算額の推移をまとめました。 

　決算総額は、歳入・歳出ともに国・県の
施策や投資的事業の状況により大きく変
動します。平成２５年度は投資的事業、積立
金の増加などにより、決算総額は約２億５０
００万円の増となりました。収入項目ごとに
見ると、町税は個人町民税が増収となった
ものの法人町民税の税割は昨年に引き続
き減収となりました。また、固定資産税は
土地（地価の下落を反映）及び家屋（経年
減価補正）が減収となっており、町税全体
で約６,８００万円の減収となりました。地方
交付税は、普通交付税と特別交付税をあ
わせて約６,６５０万円の増となっています。 
　借金である地方債は、投資的事業費な
どによって増減しますが、平成２１年度から
交付税の財源不足分を特例地方債で補て
んする臨時財政対策債が大きく増加して
おり、平成２５年度で５億８６２万円で４,６２８
万円増となり、あわせて投資的事業の増に
より昨年減少していた地方債の発行額は
約１億５,５００万円増加しました。 

（1）歳入の推移 （単位：千円） 

項 目  

町 税  

地方交付税 

地方譲与税等 

国庫支出金 

県 支 出 金  

地 方 債  

そ の 他  

歳 入 合 計  

平成24年度 

3,084,775 

1,122,448 

376,691 

454,134 

513,145 

730,335 

981,645 

7,263,173

平成25年度 

3,077,996 

1,188,904 

393,769 

532,237 

454,582 

885,420 

980,996 

7,513,904

平成21年度 

3,123,483 

891,356 

448,759 

951,336 

405,233 

643,652 

984,251 

7,448,070

平成22年度 

3,191,501 

1,113,935 

430,301 

748,811 

400,280 

743,895 

1,050,046 

7,678,769

平成23年度 

3,190,434 

1,044,253 

405,025 

643,889 

500,027 

933,061 

1,046,756 

7,763,445

　歳出項目をその性質別に見ると、人件
費は職員給与・共済組合負担金・退職手当
負担金の減が要因で２,７３５万円の減とな
りました。扶助費は年々増加していますが、
平成２５年度も障害者福祉事業における助
成費の増が主な要因となっています。 
　地方債に対する償還金である公債費は
元金・利子とあわせて８億２,２４４万円を返
済しました。 
　投資的経費は、八千種幼児園の建設、姫
路市消防への負担金事業などにより７,７８
０万円の増となりました。 
　繰出金は、下水道事業会計への繰出金
の増加に伴い年々増加しています。その
他の経費のうち、２億４,７９０万円を財政調
整基金に積み立てました。 

（2）歳出の推移（性質別歳出） （単位：千円） 

平成23年度 
3,189,067 
1,300,840 
968,658 
919,569 

1,128,782 
3,260,164 
1,103,194 
928,211 
943,839 
284,920 

7,578,013

平成24年度 
3,099,027 
1,267,205 
974,817 
857,005 
566,035 

3,425,101 
1,125,729 
953,597 

1,049,455 
296,320 

7,090,163

平成25年度 
3,037,303 
1,239,860 
974,999 
822,444 
643,833 

3,647,100 
1,085,856 
861,839 

1,099,058 
600,347 

7,328,236

平成21年度 
2,837,394 
1,288,885 
679,849 
868,660 
658,351 

3,724,444 
1,180,349 
1,462,598 
816,021 
265,476 

7,220,189

平成22年度 
3,287,295 
1,284,014 
931,618 

1,071,663 
758,914 

3,427,767 
1,051,575 
971,746 
869,413 
535,033 

7,473,976

項　　目 
義 務 的 経 費 

投 資 的 経 費 
その他の経費 

歳　出　合　計 

人　件　費 

物　件　費 
補 助 費 等 
繰　出　金 
そ　の　他 

扶　助　費 
公　債　費 

（単位：億円） 
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◆基金の概要 
　財政調整基金 

予測できない収入の減少や支出の増
加に備えて積み立てておく基金です。 

　特定目的基金 
福崎浄化センター環境整備、農業農
村活性化、福祉など、特定目的のた
めに積み立てておく基金です。 

　定額運用基金 
土地開発基金や用品調達基金など、
定額の資金で事業や事務を運営する
基金です。 

 
　特定目的基金総額は、農業農村活性化、
福祉基金などを特定目的のために毎年取
り崩してきましたが、財政調整基金は平
成２２年度に３億６３０万円、平成２３年度に
４，７００万円、平成２４年度に７，２１０万円、
平成２５年度に２億４,７９０万円積み立てた
ため大幅に増加しました。 

（3）基金残高の推移 （単位：百万円） 

平成23年度 

2,151 

1,047 

396 

708

109,583 113,084 129,90594,727 109,494

平成24年度 

2,210 

1,119 

383 

708

平成25年度 

2,536 

1,367 

461 

708

平成21年度 

1,870 

694 

467 

709

平成22年度 

2,151 

1,000 

443 

708

区　　分 

基　金　残　高 

１人当たり基金残高（円） 

財政調整基金 

特定目的基金 

定額運用基金 

※各年度末基金残高／３月３１日現在総人口 

◆地方債の概要 
　地方債は、公共施設の建設など一時的
にたくさんのお金が必要な場合に借入す
るもので、次年度以降、償還していきま
す。償還に対して地方交付税で措置され
るものもありますが、地方債残高が多く
なれば次年度以降の償還金が大きくなり
財政を圧迫していく要因となります。 
　一般会計では平成１９年度から平成２４
年度までは地方債残高が減少傾向にあり
ましたが、平成２５年度は残高が１億６,０００
万円増加しています。さらに臨時財政対
策債など、今後普通交付税に算入される
地方債の割合が高くなっています。 
　一方、下水道会計は公共下水道事業の
推進により地方債残高が毎年増加してい
ましたが、平成２５年度では減少に転じま
した。しかし、今後も住居系の整備に引
き続き工業団地の公共下水道整備を推進
していくため、しばらくの間は将来世代
の負担が大きくなっていきます。 

（4）地方債残高の推移（全会計） （単位：百万円） 

平成23年度 

9,492 

11,502 

180 

21,174

1,078,710 1,084,787 1,092,1011,033,129 1,053,652

平成24年度 

9,472 

11,561 

167 

21,200

平成25年度 

9,632 

11,513 

175 

21,320

平成21年度 

9,556 

10,594 

245 

20,395

平成22年度 

9,360 

11,108 

231 

20,699

一　般　会　計 

区　　分 

下 水 道 会 計 

水　道　会　計 

合　　　　　計 

１人当たり地方債残高（円） 

※各年度末地方債残高／３月３１日現在総人口 
 

167

11,561

9,472

175

11,513

9,632

245

10,594

9,556

231

11,108

9,360

180

11,502

9,492

（単位：百万円） 
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水道会計 

下水道会計 

一般会計 
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22,000
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6,000
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（単位：百万円） 

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 

定額運用基金 

特定目的基金 

財政調整基金 
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467
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708

443

1,000
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1,119

708

708

709
396

1,047

708

0
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1,000

500

1,500
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ゆるキャラグランプリ２０１４ 検索 

投票の方法など、詳細については「ゆるキャラグランプリ２０１４」 

公式ウェブサイト（http://www.yurugp.jp/）をご覧ください。 

投票は１０月２０日（月）までです。 

たくさんの応援をよろしくお願いします！ 

地域振興課　観光係（内線３９１） 

Ⅱ．健全化判断比率及び資金不足比率の算定結果について 

1．健全化判断比率について 
（1）実質赤字比率 
　一般会計等を対象とした実質赤字額の、標準財政
規模（人口、面積等から算定する当該団体の標準的
な一般財源の規模）に対する比率であり、これが生
じた場合には赤字の早期解消を図る必要があります。 

 
（3）実質公債費比率 
　一般会計等が負担する元利償還金などの、標準財
政規模に対する比率です。この数値は、健全化判断
比率とともに地方債許可基準としても用いられ、１８
％を超えると起債の許可が必要となり、２５％を超え
ると一部の起債発行が制限されます。 

2．各公営企業の資金不足比率について 
　資金不足比率は、各公営企業ごとの資金不足額の、
事業の規模に対する比率であり、経営健全化基準 
（２０％）以上となった場合には、経営健全化計画を
定めなければなりません。 

 
（2）連結実質赤字比率 
　公営企業会計を含む全会計を対象とした実質赤字
額（または資金不足額）の、標準財政規模に対する
比率であり、これが生じた場合には問題のある赤字
会計が存在することとなり、赤字の早期解消を図る
必要があります。 

 
（4）将来負担比率 
　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の、標
準財政規模に対する比率であり、これらの負債が将
来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すスト
ック指標です。この比率が高い場合、将来これらの
負担額を実際に支払う必要があることから、今後の
財政運営が圧迫されるなどの問題が生じる可能性が
高くなります。 

健全化判断比率 平成２５年度決算 

実 質 赤 字 比 率  

連 結 実 質 赤 字 比 率  

実 質 公 債 費 比 率  

将 来 負 担 比 率  

－ 

－ 

11.7 

121.5

－ 

－ 

－ 

－ 

早期健全化基準 
経営健全化基準 

14.93 

19.93 

25.0 

350.0

20.00 

20.00 

20.00 

20.00

財政再生基準 備　　考 

20.00 

30.00 

35.0

 

 

（前年比▲0.4％） 

（前年比▲10.5％） 

水 道 事 業 会 計  

工 業 用 水 道 会 計  

農業集落排水事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

資
金
不
足
比
率 

○平成２５年度決算にもとづき、
健全化判断比率を算定しまし
た。実質赤字比率、連結実質
赤字比率については、ともに
黒字決算であり該当しません。
また、実質公債費比率は１１.７
％、将来負担比率は１２１.５％
となり、いずれも早期健全化
基準を下回っています。 

○各公営企業会計における「資
金不足比率」については、平
成２５年度決算において資金不
足を生じた公営企業はないた
め、該当しません。 

（単位：％） 
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